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令和6年7月9日（火）　　　　　　司会：小向　由紀　　記録：阿部　美恵
	加藤
	中野
	川瀬
	滝田
	織田
	川守田
	山本
	小向
	平尾
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	準
	深
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	大久保
	見上
	木村
	三浦
	橋本
	大矢
	中村
	小原
	金濱

	〇
	〇
	準
	休
	外来/日
	休
	深
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	準

	阿部
	グエン　ティホン　フエ
	ホアン　ハイ
イエン
	久保
	工藤
	小林
	小澤
	笠原
	石鉢

	〇
	〇
	休
	CD留守
	休
	CD留守
	〇
	〇
	〇

	藤田
	石戸谷
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＜連絡事項＞
・8／16～7／15までの勤務表が公示されましたので、各自 ＷＩＺのスケジュール登録をお願いします。　期限は7／20までとし、その後7/21～情報システム管理委員会でチェックを行います。3ヵ月連続で未入力であった職員は、所属部署の管理者へ報告となるので、忘れずに入力お願いします。

・Dr金　7/9～11まで休みとなります。

・褥瘡予防評価の6月分の入力をお願いします。

・現在、C詰所に保管している体重計を二階倉庫で保管することになりました。患者様の体重測定終了後、必ず二階の倉庫へ返却して下さい。
・CSの物品等はC詰所入り口正面のスチール棚（2台）のみ使用して下さい。
　1階から補充する際は、適度（必要最低限）な量でお願いします。
　※洗身タオルなどの風呂用品は置きません。
　C詰所パソコン横のスチール棚には物品等の物を置かないようにして下さい。

＜対面面会＞
・7/10～　フェーズに合わせた対応になります。南病棟エレベーター前ホール、ＰＭのみ使用。入力は医事がやります。外線通話途中であれば、対面予約は医事に維持に繋いで下さい（南・東・西病棟）。

＜感染対策委員会より＞
・NEAR法が7/31付で使用出来なくなります。

＜ユニット移動＞
・佐々木　チヨ様～C204　→B101

＜部屋移動＞
・河村　紀明様～C202　→D208
・光成　稔様～D208　→C202

＜患者様連絡事項＞
・戸賀澤　利弥様～南山苑入所12日金曜日10時。薬は16日まででOK。準備をお願いします。

・川村　和弘様～今後南部町医療センターへの転院について家族の了承有り、調整・準備を行っていきます。

[bookmark: _GoBack]・川口　博至様～ケアマネ　居宅たんぽぽ　竹内様よりの情報。有料「ガーデンプレイスおいらせ」調整中に特養「百石荘」ショートステイ枠の空きが確保でき、カテーテル自己抜去した際のリスク等考え家族も特養の方を希望。7月第3週頃には入居が可能であり、今日明日中に特養の方から面談の調整連絡がくる予定とのこと(面談の如何を問わず入居は可)。通院先は当院とおいらせ病院の予定。

・中森　みや子様・高橋　サエ様～PSW大川氏より、長生園の見学に連れて行きたいとのこと。中森様拒否が見られているので、再度声掛けしていくとの事。日時は未定。

・藤井　有子様～ケアマネ　ほほえみ三戸えさしか様より、姪様から退院許可が出たとの連絡を受け、面会の希望あり。7月17日15時からでモニタ面会調整。

＜柞木田Dr.診察＞
・金田　とし子様～食事を少しアップしたいので、現在の各食アイソカルゼリー1個から、小さい粥1個、汁、アイソカルゼリー1個をまず本日昼提供し、様子を見て変更していきます。夕食からは通常通り。

・下村　洋子様～主治医より歩き始めてよいとのこと。歩行状態を見ながら離床を進めて下さい。
　　　　　　　　血糖高い為、7/10～ランタス8単位へ増量。

・淵澤　和子様～足がムズムズしているようなので、リボトリール錠就床前薬に追加。歩行状態など経過観察をしていきましょう。本人便がゆるい、と診察時に話している。訴え時下剤を調整して下さい。持参の点眼薬1種類のみ切れた為、当院の物に切り替え。当院にない物もあるので、今後について家族に確認予定。

・市沢　貞子様～食事摂取不良。補食の検討は、ﾅﾄﾘｳﾑの制限のみで考えて良いとのこと。（現在腎臓食の為低タンパクで検討していた）
　　　　　　　　痛み止めは、内服ではなく坐薬処方となり、1日2回定時で使用していきましょう。
　　　　　　　　また、ドグマチールも追加処方あり。

・伊達　勝江様～体動活発多弁なことから、夕食後にバルブロ酸ナトリウム錠追加処方あり。嚥下状態に注意していきましょう。

＜皮膚科診察情報＞
・伊藤　孝子様～特変なし。同前処置。

・伊藤　のり子様～特変なし。同前処置。

・大久保　和子様～特変なし。左膝に表皮剥離+痂皮→テラマイシン軟膏+
ガーゼ。テラマイシン軟膏1本処方。

・長内 威雄様～①臀部表皮剥離、②左前腕　漸次軽快。同前処置。

・苅谷　江利子様～痛み（+）、皮疹漸次軽快、同前処置。

・川村　和弘様～右前腕に梢軽快、同前処置。

・櫛桁　徳男様～右手背軽快。経過観察。処置終了。

・佐々木 節郎様～右下腿特変なし。同前処置。

・月舘　鐵男様～①背部　皮膚乾燥  軽快　発赤、痒み（+）
　　　　　　　　ヘパリン類似物質クリーム塗布。　1本処方。
　　　　　　　 ②右第1趾　発赤　腫脹　皮下出血、疼痛（+）
　　　　　　　　打撲、鎮痛剤塗布。フェルビナクスチック1本処方。

・中村　幸子様～特変なし。同前処置。

・野村 泰秀様～特変なし。同前処置。

・西館　利彦様～特変なし。同前処置。

・藤井　有子様～臀部、発赤著明。エキザルベ塗布。エキザルベ3本処方。

・淵澤　和子様～特変なし。同前処置。

・山田　剛也様～特変なし。同前処置。

＜要注目患者様＞
・中村　榮子様～09:25  体温36.5℃、脈拍94回/分、血圧111/68ｍｍｈｇ、酸素飽和度96％。痰鳴なし。対面時笑顔見られている。

・金田　とし子様～14:00  体温36.8℃、脈拍96回/分、血圧102/66ｍｍｈｇ、酸素飽和度97％。点滴トラブルなし。

・橋本　キヨエ様～14:00  体温36.4℃、脈拍69回/分、血圧108/81ｍｍｈｇ、酸素飽和度93％。嘔吐、嘔気なし。

・川村　和弘様～09:25  体温37.0℃、脈拍80回/分、血圧130/69ｍｍｈｇ、痰鳴著明にあり、酸素飽和度80％台まで低下することあり、吸引施行し、白色痰中等量除去し、90％前半まで改善見られている。

・市村　貞子様～朝食、昼食ともスタッフ介助しているが、内服薬分の数口摂取で終了している。むせなし。点滴自己抜去あり、対応。危険行動なし。

＜転入患者様情報＞
受持ち：滝田NS　阿部CW

[image: ]
image1.emf
　（86  歳）

女

●食事

●義歯

●排泄

　

●清潔

●睡眠良

無し

洗濯 CS-B  

喫煙無し

間食制限

  リハパン持参

 

無し

 

 ﾘﾊﾊﾟﾝ使用

 

 一部介助

 

 

転棟サマリー

（東病棟Cユニット→南病棟CDユニット）

転出日：R6年　7月　9日

患者様氏名 窪田 ソヨ  　様  担当主治医　：　金　泰徳

 

 上下総義歯

入院年月日 令和6年7月1日　（2回目）  入院形態　：　医療保護1項

病名

 主病名　：　中等度アルツハイマー型

認知症

 身体合併症　：　統合失調症、不眠症、糖尿病、肺炎、左蜂窩織炎

備考

R6.5月30日より当院1回目の入院していたが、当院の皮膚科診察対応が困難となり、壊死部の除去を必

要とする状態であるためR6.6.7八戸市立市民病院救命救急センターを受診し同日同院へ入院。左下腿潰

瘍を切開排膿し、入院後は連日創処置を継続。潰瘍部に肉芽の増生を得られ、状態は改善したもののオ

ムツを脱衣することやセンサーマットをすり抜け移動する等落ち着かない状態であり、更に患部を触る等身

体疾患に対する病識も全くないため、令和6年7月1日当院へ転院となった

【緊急時】当院対応

【持参薬】無し

【感染症】なし

【ワクチン】摂取希望無し

【アレルギー】無し

【売店】利用希望なし

【介護保険】要介護2（R10.3.31 ）



最終排便（令和6年７月 日）

精神症状 認知症周辺症状、中核症状

問題行動 失見当識

処遇制限 無し

 自立　糖尿病食20単位

 

最終入浴日（令和6年７月4日）

生活自己管理状況

備考

買い物カード

退院計画

（家族受け入れ状況）

施設希望

現在の処置

左下腿→持参の軟膏

足・趾間・爪→テルビナフィン塩酸塩クリーム

ADL


